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が、金融危機などの影響を受け、昨年来、発行総額は減少している 世界的に見て、スクークの発行額は二〇〇七年の四〇〇億ドルから〇八年の二〇〇億ドルへと半減した。スクークの形態で見ると、〇七〇八年を比較するとムシャーラカ方式（共同所有・共同事業方式）が しイジャーラ方式（リー 方式）が増えている。これらのことの背景には、金融危機などの影響でスクークに向けられる資金の流動性が減少したことと、イスラーム法の観点からある種のスクークの適法性について議論があったことなどがある。
最近の動きとして、バハレーンで今年六








著しい分野である。ＧＣＣ諸国では、非イスラームの保険よりもイ ラーム保険のほうが伸びが大きく、タカフルのマ ケットは年四〇％で拡大してい には三〇の保険会社・代理店があるが、その内一一 タカフル会社である。ＧＣＣ諸国では人口増加が大きく将来が期待できよう。
投資信託などのイスラーム・ ァンドの
伸びも著しい。ＧＣＣ諸国を含むアジアにおけるファンドの資産合計は二〇〇七年には二六七〇億ドルであった 、〇八年には七三六〇億ドルと急速に している。
しかし、金融危機の影響を受け、株式や
不動産投資を目的とした多くのファンドの収益状況は〇九年にかけてマイナスになっている。新規に設定されるファンド 数も二〇〇六―〇七年には合計二七一であったが、金融危機の中で大きなダメージを受け二〇〇八― 九年第１四半期には八九にまで減少している。
ＧＣＣ諸国におけるイスラーム金融を取
り巻く情況には厳しい面もあるが、今後、経済が回復していけばイスラーム金融 さらに発展していこう。
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